
 
   

 
  ・センターライン 
 

  ・３、５ｍの歩道の整備 
 

  ・桜並木を歩道の横に 
 
  ・環境にやさしい街灯の整備 

佐久病院東側道路拡幅 

 
   
  

  
  ・河川敷に整備 

 
  ・自然公園的な整備 
 

  ・小川や木の設置 
 

  ・環境にやさしい街灯の整備 
 
  ・災害対策を十分に 

公園 

 
   

  
 ・河川敷の遊歩道を臼田橋から住吉橋 
    までの間、川東側、川西側まで一周 

    できる遊歩道の整備（幅３、５ｍ） 
  

 ・歩行者、車イス等で利用できる歩道に 
   する 
 

 ・あずまやの設置 
 
 ・災害対策を十分に 

河川敷遊歩道の設置 

 
 

 
  ・佐久病院前商店街の歩道の整備 
 

  ・八十二銀行～堀内組前信号までの歩道の整備 
 

  ・玉屋菓子店～橘倉酒造までの歩道の整備 
 
  ・既存の商店街に車イスでもアクセスできる歩道の 

   整備 
 

  ・傾斜を緩やかにして、車椅子ですれ違い可能な 
   ３、５ｍの幅 
 

  ・病院から商店街までの３ルートの整備  
   （病院へ要望） 

旧国道の歩道整備 

 

   
 
  ・病院東側と臼田中学校西側を結ぶ歩行者専用 

   の橋の設置 

千曲川に歩道橋の設置 

 
 

   
 

  ・稲荷山北、病院職員駐車場を稲荷山、河川敷公園用 
   駐車場を整備する 
 

  ・町誌編纂室（旧公民館）を駐車場として整備 
 
  ・千曲川東西に駐車場を整備 

 
    ･あずまやの設置 

 

駐車場 
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○行政

○病院

○環境

新たな意見

として

②　出来る限り環境にやさしい太陽光等の街灯を設置する。

③　河川敷遊歩道の設置したルートに数箇所あずまやを設置する。

④　河川敷遊歩道、公園等を整備する場合、災害対策を十分に配慮。

②　環境にやさしいまちづくり　　広い土地、太陽光など

③　地域医療センター周辺の環境整備

前回のまとめに取り入れる。

①　旧国道の歩道・遊歩道・公園等に街灯を設置。（自然エネルギー利用、ＬＥＤなど）

③　地域医療センターの工事も出来るところから並行して進めて欲しい（工事用道路等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　討議する

④　病院土地の利用については、駐車場について討議する。

①　河川敷の木を切って、チップとし農家や希望者に提供することはできないか

①　「移動」「移送」の手段をつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　討議する

②　看護学生が臼田地区で楽しい生活が送れるようなまちづくり　活性化

　　→　街灯の設置を要望としてあげる（看護学校から、ラーメン大学までの歩道）

③　地域医療センターの工事もできるところから並行して進めてほしい（工事用道路等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　討議する

④　まちづくり基本計画はできないか（国、県の協力を得る）　　　　→　討議する

①　旧議場の活用（健康何でもコーナー・若月コーナー、医療のことなら何でも分かる

　　　図書室）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　安全グループでは討議しない

②　交通弱者にやさしい（巡回バスの充実、デマンドタクシー）　　　→　討議する
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